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以下の SAP Concur ソリューションに適用されます。
 Expense
 Professional/Premium edition
 Standard edition
 Travel 
 Professional/Premium edition 
 Standard edition
 Invoice
 Professional/Premium edition 
 Standard edition
 Request
 Professional/Premium edition
 Standard edition
) (
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改訂履歴
	日付
	注意事項/コメント/変更内容

	2022年2月14日
	UN サイトのどこから international location コードを取得できるかの記載を更新しました。

	2022年1月21日
	著作権の年を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2021年4月14日
	著作権の年を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2020年4月27日
	ガイドのタイトル ページで [Authorization Request] チェック ボックスの名前を [Request] に変更しました。表紙の日付に変更はありません。

	2020年1月15日
	著作権を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2019年8月27日
	[bookmark: _Hlk17785354]「アクセス許可」セクションを追加しました。

	2019年2月12日
	著作権を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2018年4月16日
	表紙のチェック ボックスを変更しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2018年2月2日
	表紙とフッタを更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付は更新されていません。 

	2018年1月5日
	著作権と表紙を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付は更新されていません。 

	2016年1月22日
	ドキュメント内の「章」から単独のガイドになりました。内容の変更はありません。  

	2015年5月6日
	著作権を更新しました。内容の変更はありません。 

	2014年11月30日
	統合管理者がインポート/抽出管理者に変更されました。内容の変更はありません。

	2013年12月13日
	220レコード セットと320レコード セット両方に緯度と経度を追加しました。

	2013 年 7 月 19 日
	初版発行
IATA は220レコードと320レコードで使用できなくなりました。バージョン2のインポートには IATA 列が含まれていません。
新しい章を追加し、後続の章の番号を更新しました。
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[bookmark: _Toc169936426][bookmark: _Toc418710358]場所インポート バージョン2
[bookmark: _Hlk17796548][bookmark: _Hlk17782172][bookmark: _Toc361405801][bookmark: _Toc418710359][bookmark: _Toc40682138][bookmark: _Toc45513829][bookmark: _Toc47250015][bookmark: _Toc51487971][bookmark: _Toc63594987][bookmark: _Toc67989358][bookmark: _Toc169936427][bookmark: _Toc128990944]アクセス許可
[bookmark: _Hlk17790053]この機能へのアクセス権があるかどうかは場合によります。たとえば、特定のグループに対してのみアクセス権がある、または読取専用で作成や編集はできないなど、限定的なアクセス権を持っている場合があります。 
管理者はこの機能を使用する必要がありますので、適切なアクセス許可がない場合は、社内の SAP Concur 管理者にお問い合わせください。
さらに、このガイドに記載されている作業は SAP Concur にのみ許可されているものもあります。必要に応じて SAP Concur サポートにご依頼ください。 
[bookmark: _Toc128990945]重要！
[bookmark: _Toc361405802][bookmark: _Toc418710360][bookmark: _Toc128990946]Concur のサービス
このインポートは、経費精算、請求書処理、事前申請に使用します。
[bookmark: _Toc318805800][bookmark: _Toc361405803][bookmark: _Toc418710361][bookmark: _Toc128990947]2種類のインポート ガイド
インポートのバージョン別にガイドをご用意しています。
場所インポート、バージョン 1 
220レコードと320レコードに IATA 列がありますが使用されません。
場所インポート、バージョン 2 
220レコードと320レコードの IATA 列は削除されました。
データ ファイルを作成する前に、適切なガイドを参照していることを、Concur に確認してください。
[bookmark: _Toc418710362][bookmark: _Toc128990948]概要 
[bookmark: _Toc45513830][bookmark: _Toc47250016][bookmark: _Toc51487972]この機能を使用すると、場所（都市）をインポートすることができます。場所情報をインポートすることにより、経費精算、請求書処理、事前申請の場所リストに表示される都市を追加、削除（非アクティブ化）、および修正することができます。ユーザーが場所情報を基に都市を選択すると、レポート／事前申請のフィールドに都市とその関連情報が自動的に入力されます。 
場所インポートは Concur が実行しますが、お客様にインポート ファイルを作成して Concur に送っていただく必要があります。本ドキュメントでは、インポート データ ファイルの設定方法について説明します。
[bookmark: _Toc418710363][bookmark: _Toc128990949]管理者ページの利用
以下の情報もお客様が更新することができます。
出張手当レートの対応付け: [経費精算の管理] ＞ [出張手当] ＞ [レート] タブ
場所ツール: 以下にある [場所] ツールを使用して、一度に1か所だけ操作できます。
[管理] ＞ [経費精算の管理] 
[管理] ＞ [請求書処理の管理] 
[管理] ＞ [事前申請の管理] 
変更が多い場合はインポートするのが最適ですが、変更箇所が少ない場合は管理者ページを使用するのが便利です。変更箇所が少ない場合は、レートの対応付け機能を使用して変更することもできます。
[bookmark: _Toc67989359][bookmark: _Toc63594989]場所機能についてのさらに詳しい情報は、設定ガイド「製品共通: 場所」および設定ガイド「経費精算: 出張手当」をご参照ください。
[bookmark: _Toc40682139][bookmark: _Toc45513832][bookmark: _Toc47250018][bookmark: _Toc51487974][bookmark: _Toc63594990][bookmark: _Toc67989361][bookmark: _Toc169936428][bookmark: _Toc418710364][bookmark: _Toc128990950]場所インポート – 基本の手順
[bookmark: _Toc40682141][bookmark: _Toc45513834][bookmark: _Toc47250020][bookmark: _Toc51487976][bookmark: _Toc63594991][bookmark: _Toc67989362]ここでは基本の手順を簡潔に説明します。詳細は以降のページをお読みください。
[bookmark: OLE_LINK3][bookmark: OLE_LINK4]ステップ 1: インポート データ ファイルを作成し、この仕様の要件を満たしているかどうか確認します。
ステップ 2: インポート データ ファイルを Concur に移動します。 
場所インポートを定期的に実行するようにスケジュール設定されていない場合は、お客様サポートにお問い合わせください。 

お客様は、インポート スケジュールが設定されているかどうか確認することができます。インポート/抽出監視ロールに割り当てられているユーザーは、エンティティに設定されているインポート定義およびスケジュールを確認することができます。
ステップ 3: Concur がデータ ファイルをインポートするバッチ ジョブを実行します。
[bookmark: _Toc92198549][bookmark: _Toc63234636][bookmark: _Toc67989421][bookmark: _Toc70944077][bookmark: _Toc104797364][bookmark: _Toc142880535][bookmark: _Toc169936429][bookmark: _Toc418710365][bookmark: _Toc128990951]ステップ 1: インポート データ ファイルを作成する
[bookmark: _Toc90273256][bookmark: _Toc92199681][bookmark: _Toc100649797][bookmark: _Toc90273258][bookmark: _Toc92199683]本書に記載されている仕様に従ってファイル形式を設定し、インポート データ ファイルを作成します。インポート データ ファイルの仕様は次のとおりです:
[bookmark: OLE_LINK1]書式タイプ: カンマ区切り値、UTF8
既定のフィールド区切り文字: コンマ
囲み文字: 引用符
レコードの区切り文字: CRLF
データ レコードのレイアウト: 場所インポート ファイルにはレコード タイプがあります。レコードタイプは次のとおりです。
200（新しい場所インポーター）
210（新しい地名インポーター）
220（場所タイプ付き新しい地名インポーター）
230（場所タイプ付き地名追加インポーター）
300（場所修正インポーター）
310（地名修正インポーター）
320（場所タイプ付き場所修正インポーター）
330（場所タイプ付き地名修正インポーター）
400（新しいサブ区分インポーター）
410（サブ区分修正インポーター）
500（新しい行政区域インポーター）
510（行政区域修正インポーター）
レコード タイプは以降のページに記載した表で参照できます。
[bookmark: _Toc169936430][bookmark: _Toc418710366][bookmark: _Toc67989367][bookmark: _Toc40682145][bookmark: _Toc45513838][bookmark: _Toc47250024][bookmark: _Toc51487983][bookmark: _Toc63595002][bookmark: _Toc128990952]ファイルの命名規則
インポート ファイル名は <jobtype>_<entitycode> のような形式にします。場所インポート データ ファイルのジョブ タイプは「location」です。エンティティがコード t0000123abcd を持つ場合は、場所インポート データ ファイルの名前を location_t0000123abcd のようにします。
[bookmark: _Toc169936431][bookmark: _Toc418710367][bookmark: _Toc128990953]インポート ルール/動作
レコードは、インポート ファイル上の順序で処理されます。たとえば、新しいサブ区分（400レコード）を追加する場合、そのサブ区分を参照する他の場所（200レコード）よりも前にする必要があります。
新しい場所のインポート（200レベル レコード）について、必須フィールドが見つからない場合や検証に失敗した場合は、そのレコードは失敗になります。見つからないフィールドや無効なフィールドが必須ではない場合は、残りのフィールドはインポートされます。 
300 レベル レコードについて、場所を非アクティブ化／再アクティブ化すると、そのレコードに関連付けられているすべての場所名も非アクティブ化／再アクティブ化されます。
お客様が作成した都市が国連（UN）の英字コードと競合するのを防ぐため、場所コードに英数字を使用して場所を追加します。
[bookmark: _Toc169936432][bookmark: _Toc418710368][bookmark: _Toc128990954]インポート定義ファイルの確認（フィード ID「StandardEmployeeImport」）
以下のセクションで、ファイルの構造を説明します。
[bookmark: _Toc169936433][bookmark: _Toc418710369][bookmark: _Toc40682143][bookmark: _Toc45513836][bookmark: _Toc47250022][bookmark: _Toc51487979][bookmark: _Toc63594995][bookmark: _Toc67989365][bookmark: _Toc128990955]場所コード
場所を個別に識別するため、インポートの場所ごとに場所コードが必要です。国連（UN）の下部機関である国連欧州経済委員会（UNECE）は、国際通商を円滑にするために、このコードを開発しました。unece.org のサイトで UN/LOCODE standard をご参照いただけます。
UN/LOCODE にない場所を追加する場合は、コードの競合を防ぐため、英字と数字を使用して場所コードを作成してください。UN/LOCODE では現在、以下の規則により場所コードを英字5文字で表しています。
最初の2文字は、ISO の国略称です。
– また-
最後の3文字は、その国における一意の識別子です。
[bookmark: OLE_LINK8]お客様が場所リストに都市を追加し、その後、UN/LOCODE のリストに追加された場合、その都市は重複してリストに表示されることになります。Concur は自動的にはお客様のデータベースに UN/LOCODE を反映しません。
[bookmark: _Toc169936434][bookmark: _Toc418710370][bookmark: _Toc128990956]国および国のサブ区分コード
国コードは、ISO 3166の2文字英字コードに基づいています。Concur は、お客様のデータベースの国コードを継続的に更新します。場所のインポートで参照できるように、国コードを用意しておく必要があります。
国のサブ区分コードは、国連の場所の規格に含まれる ISO 3166-2のサブセットに基づいています。Concur は、国のサブ区分コードも継続的に更新します。経費精算／請求書処理／事前申請では、国のサブ区分は <CC>-<SSS> の形式で一意の組み合わせにする必要があります。
CC 最初の2文字は国コードです。
– また-
SSS は州や省を表す1～3桁の文字です。
たとえば、US-WA は米国のワシントン州のコードです。
[bookmark: _Toc418710371][bookmark: _Toc169936435][bookmark: _Toc128990957]場所タイプ
場所タイプは2種類あります。
標準: 国連の場所です。
鉄道: 鉄道業者の駅コードを識別するために使用されます（SNCF、Deutsche Bahn、Amtrak など）。
[bookmark: _Toc418710372][bookmark: _Toc128990958]インポートのオプション
必要に応じて、インポート ファイルに以下の表の情報を含めることができます。インポート ファイルには、必須ではないレコード タイプを組織固有の要件に合わせて省略したり、含めたりすることができます。レコード タイプ内では、すべてのフィールドが入力されなければなりません（オプションのフィールドは空白可）。
[bookmark: _Toc63594996][bookmark: _Toc169936436][bookmark: _Toc418710373][bookmark: OLE_LINK2][bookmark: _Toc51487980][bookmark: _Toc128990959]200 - 新しい場所インポーター
（国、サブ区分、行政区域（国）を含めて）新しい場所をインポートに追加するには、以下の情報を含める必要があります。 
200: レコード ID「NewLocationImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	200
	必須
	「200」と入力します。
	

	場所コード
	最長 10 文字

	必須
	場所に対する一意の識別子。
ここに入力する情報は、データベースにはまだ存在しない一意のコードでなければなりません。
次のいずれかの形式を使用します。
国連の場所:
<2文字の国コード> +
<3文字の都市コード>
または
カスタムの場所:
<2文字の国コード> +
<独自の3桁の数字>
または
<一意の郵便番号>
または
<1桁以上の数字>
+
<その他の文字>
	

	名前
	最長 64 文字
	必須
	Mumbai など、ユーザーに表示する名前を入力します。
	

	行政区域名
	最長 48 文字
	いいえ
	行政区域です。通常、レート地がある地方／国を表します。
地域名を入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
注意: 
新しい行政区域を追加するには、500レコードを使用します。 
このフィールドに値を指定する場合、国のサブ区分コード フィールドにも値を指定する必要があります。
2009年の時点で US-GSA レートが国名に標準化されています。
この名前の言語は英語です。
	

	国のサブ区分コード
	最長6文字。大文字と小文字が区別されます。
	いいえ
	国のサブ区分コードは、通常、India の Maharashtra の IN-MH など、都道府県や州を表します。
国のサブ区分コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
注意: 新しいサブ区分コードを追加するには、400レコードを使用します。
	

	国コード
	最長2文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国コード（IN など）。
国コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
	

	時差
	整数
	必須
	GMT からの補正値の時間です。GMT との時差の分数で表します。例: Seattle の時刻は GMT から 8 時間引いて算出するため、補正値は -480 です。
このシステムではサマータイムは考慮されないため、補正値は標準時に基づきます。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	200,US001,Lake Hills Connector,,US-WA,US,-480
200,US002,Eastgate,King County,US-WA,US,-480



[bookmark: _Toc169936437][bookmark: _Toc418710374][bookmark: _Toc128990960]210 - 新しい地名インポーター
特定の場所は、複数の言語で名前が表記されます。たとえば、München は Munich と同じです。1つの場所コードを使用してこれらの名前をすべてリンクすると、場所ベースの情報をレポートするときに一貫性のある結果を得ることができます。
既存の場所に別の名前を追加するには、お客様が既存の場所コードと追加の場所名を指定する必要があります。たとえば、場所コード DEMUC の下に Munich に加えて München をリストするには、210,DEMUC,München と指定します。
このようにすると、ユーザーが場所リストから München または Munich を選択できます。どちらを選択しても同じ場所コードになります。
210: レコード ID「AddLocationNameImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	210
	必須
	「210」と入力します。
	

	場所コード
	最長 10 文字
	必須
	場所コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
	

	名前
	最長 64 文字
	必須
	München など、ユーザーに表示する名前を入力します。
	


[bookmark: _Toc51487981]以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	210,DEMUC,München



[bookmark: _Toc418710375][bookmark: _Toc169936438][bookmark: _Toc128990961]220 - 場所タイプ付き新しい地名インポーター
このレコードを使用して、以下の区別と共に場所を追加することができます。
標準の場所（国連の場所）。
鉄道駅。1つの都市に多数の駅が存在することもあります。
220: レコード ID「NewLocationWithLocationTypeImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	220
	必須
	「220」と入力します。
	

	場所コード
	最長 10 文字
	必須
	場所に対する一意の識別子。
ここに入力する情報は、データベースにはまだない一意のコードでなければなりません。
次のいずれかの形式を使用します。
国連の場所:
<2文字の国コード> +
<3文字の都市コード>
または
カスタムの場所:
<2文字の国コード> +
<独自の3桁の数字>
または
<一意の郵便番号>
または
<1桁以上の数字>
+
<その他の文字>
	

	名前
	最長 64 文字
	必須
	Mumbai など、ユーザーに表示する名前を入力します。
	

	行政区域名
	最長 48 文字
	いいえ
	行政区域です。通常、レート地がある地方／国を表します。
地域名を入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
注意: 
新しい行政区域を追加するには、500レコードを使用します。
このフィールドに値を指定する場合、国のサブ区分コード フィールドにも値を指定する必要があります。
2009年の時点で US-GSA レートが国名に標準化されています。
この名前の言語は英語です。
	

	国のサブ区分コード
	最長6文字。大文字と小文字が区別されます。
	いいえ
	国のサブ区分コードは、通常、India の Maharashtra の IN-MH など、都道府県や州を表します。
国のサブ区分コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
注意: 新しいサブ区分コードを追加するには、400レコードを使用します。
	

	国コード
	最長2文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国コード（IN など）。 
国コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
	

	時差
	整数
	必須
	GMT からの補正値の時間です。GMT との時差の分数で表します。例: Seattle の時刻は GMT から 8 時間引いて算出するため、補正値は -480 です。
このシステムではサマータイムは考慮されないため、補正値は標準時に基づきます。
	

	場所タイプ コード
	最長 20 文字
	いいえ
	次のいずれかを入力します。
STD: 標準
RAIL_2C: SNCF
RAIL_2A: Deutsche Bahn
RAIL_2V: AMTRAK
RAIL_2R: VIA RAIL
RAIL_Z0: UK RAIL
RAIL_9F: Eurostar
RAIL_0Z: Swiss Federal Railways
RAIL_2H: Thalys
Null の場合、既定で「STD」になります。
	

	親の場所タイプ コード
	最長 20 文字
	いいえ
	親がある場合、この場所に定義します。たとえば「Paris」は、パリにある多数の鉄道駅の親の場所になります。
したがって：
この場所に親がある場合、「STD」と入力します。
場所に親がない場合は、空欄のままにします。
注意: RAIL 場所タイプ コードは親にできません。
	

	親の場所コード
	英数字
	いいえ
	親の場所コードを入力します（例: Paris の FRPAR）。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
次の点に注意してください:
親の場所タイプ コードが「STD」の場合、必須フィールドです。 
親の場所タイプ コードが Null でこのフィールドに入力した場合、親の場所タイプは既定で「STD」になります。
場所タイプが「STD」の場所のみを親の場所にすることができます。 
親の場所には、現在の場所がある同じ国コードが必要です。
親の場所は、レポートにのみ使用されます。
	

	経度
	数値、最長8桁
	いいえ
	経度は、-180～180の最長8桁の符号付数値です（- かどうか。+ は既定値であるため必要ありません）。
	

	緯度
	数値、最長8桁
	いいえ
	緯度は、-180～90の最長8桁の符号付数値です（- かどうか。+ は既定値であるため必要ありません）。
	

	予備フィールド 5～10
	予備として予約済みです。
	いいえ
	予備として予約済みです。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	220,SMA07,Eastgate std,King County,US-WA,US,-480, STD,STD,US001,47.37,122.20,,,,,,
220,SMA03,Lake Hill,King County,US-WA,US,-480,RAIL_9F,STD,US002,47.37,122.20,,,,,,


[bookmark: _Toc418710376][bookmark: _Toc128990962]230 - 場所タイプ付き地名追加インポーター
このレコードは、210レコードと同様に、同じ場所コードに場所名を追加するために使用します。
230: レコード ID「AddLocationNameWithLocationTypeImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	230
	必須
	「230」と入力します。
	

	場所コード
	最長 10 文字
	必須
	場所コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
	

	名前
	最長 64 文字
	必須
	Mumbai など、ユーザーに表示する名前を入力します。
	

	場所タイプ コード
	最長 20 文字
	いいえ
	次のいずれかを入力します。
STD: 標準
RAIL_2C: SNCF
RAIL_2A: Deutsche Bahn
RAIL_2V: AMTRAK
RAIL_2R: VIA RAIL
RAIL_Z0: UK RAIL
RAIL_9F: Eurostar
RAIL_0Z: Swiss Federal Railways
RAIL_2H: Thalys
Null の場合、既定で「STD」になります。
	

	予備フィールド 1～10
	予備として予約済みです。
	いいえ
	予備として予約済みです。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	230,SMA00001,Phantom city,STD,,,,,,,,,,



[bookmark: _Toc418710377][bookmark: _Toc128990963]300 - 場所修正インポーター
場所ヘルパーから削除するなど、既存の場所を修正するには、以下の情報をファイルに含めます。
場所を非アクティブ化／再アクティブ化すると、関連付けられているすべての場所名も非アクティブ化／再アクティブ化されます。
300: レコード ID「ModifyLocationImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	300
	必須
	「300」と入力します。
	

	場所コード
	最長 10 文字
	必須
	場所コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
	

	行政区域名
	最長 48 文字
	いいえ
	地域名を入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
注意: 行政区域名を修正するには、510レコードを使用します。 
	

	国のサブ区分コード
	最長6文字。大文字と小文字が区別されます。データベースにすでに存在しなければなりません。
	いいえ
	国のサブ区分コードは、通常、India の Maharashtra の IN-MH など、都道府県や州を表します。
国のサブ区分コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
注意: 国のサブ区分コードを修正するには、410レコードを使用します。 
	

	時差
	整数
	必須
	GMT からの補正値の時間です。GMT との時差の分数で表します。例: Seattle の時刻は GMT から 8 時間引いて算出するため、補正値は -480 です。
このシステムではサマータイムは考慮されないため、補正値は標準時に基づきます。
	

	アクティブ
	1文字、Y（アクティブ）または N（非アクティブ）
	いいえ
	この場所がアクティブか非アクティブか、ユーザーに表示されるかどうかを指定します。
注意: 場所を非アクティブ化／再アクティブ化すると、関連付けられているすべての場所名も非アクティブ化／再アクティブ化されます。
	


以下は、インポート ファイルの関連する部分のサンプルです。

	300,US005,King County,,,



[bookmark: _Toc169936439][bookmark: _Toc418710378][bookmark: _Toc63594999][bookmark: _Toc128990964]310 - 地名修正インポーター
場所名を修正したり、アクティブ化／非アクティブ化したりするには、310レコードを使用します。場所名を修正するには、場所コード、古い名前、新しい名前、およびその場所をアクティブにするかどうかを指定する必要があります。この変更は、全体の場所ではなく、指定した場所名のみに影響します。
場所を非アクティブ化／再アクティブ化すると、関連付けられているすべての場所名も非アクティブ化／再アクティブ化されます。
310: レコード ID「ModifyLocationNameImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	310
	必須
	「310」と入力します。
	

	場所コード
	最長 10 文字
	必須
	場所コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
	

	古い名前
	最長 64 文字
	必須
	場所の古い名前を入力します。現在使用中の名前と完全に一致する必要があります。
	

	新しい名前
	最長 64 文字
	いいえ
	ユーザーに表示する新しい名前を入力します。
このフィールドは、既存の名前レコードを変更するときにのみ必須です。名前を非アクティブ化するときには必要ありません。
	

	アクティブ
	1文字、Y（アクティブ）または N（非アクティブ）
	いいえ
	この場所がアクティブか非アクティブか、ユーザーに表示されるかどうかを指定します。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	310,ITFLR,Florence,Firenze,Y



[bookmark: _Toc418710379][bookmark: _Toc169936440][bookmark: _Toc128990965]320 - 場所タイプ付き場所修正インポーター
このレコードは、300レコードと同様に、場所を修正、アクティブ化／非アクティブ化するために使用します。
320: レコード ID「ModifyLocationWithLocationTypeImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	320
	必須
	「320」と入力します。
	

	場所コード
	最長 10 文字
	必須
	場所コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
	

	行政区域名
	最長 48 文字
	いいえ
	地域名を入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
注意: 行政区域名を修正するには、510レコードを使用します。
	

	国のサブ区分コード
	最長6文字。大文字と小文字が区別されます。
	いいえ
	国のサブ区分コードは、通常、India の Maharashtra の IN-MH など、都道府県や州を表します。
国のサブ区分コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
注意: 国のサブ区分コードを修正するには、410レコードを使用します。
	

	時差
	整数
	必須
	GMT からの補正値の時間です。GMT との時差の分数で表します。例: Seattle の時刻は GMT から 8 時間引いて算出するため、補正値は -480 です。
このシステムではサマータイムは考慮されないため、補正値は標準時に基づきます。
	

	アクティブ
	1文字、Y（アクティブ）または N（非アクティブ）
	いいえ
	この場所がアクティブか非アクティブか、ユーザーに表示されるかどうかを指定します。
注意: 場所を非アクティブ化／再アクティブ化すると、関連付けられているすべての場所名も非アクティブ化／再アクティブ化されます。
	

	場所タイプ コード
	最長 20 文字
	いいえ
	次のいずれかを入力します。
STD: 標準
RAIL_2C: SNCF
RAIL_2A: Deutsche Bahn
RAIL_2V: AMTRAK
RAIL_2R: VIA RAIL
RAIL_Z0: UK RAIL
RAIL_9F: Eurostar
RAIL_0Z: Swiss Federal Railways
RAIL_2H: Thalys
Null の場合、既定で「STD」になります。
	

	親の場所タイプ コード
	最長 20 文字
	いいえ
	親がある場合、この場所に定義します。たとえば「Paris」は、パリにある多数の鉄道駅の親の場所になります。
したがって：
この場所に親がある場合、「STD」と入力します。
場所に親がない場合は、空欄のままにします。
次の点に注意してください:
RAIL 場所タイプ コードは親にできません。
親の場所コードが Null でこのフィールドに入力した場合、親の場所タイプは既定で「STD」になります。
	

	親の場所コード
	最長 10 文字
	いいえ
	親の場所コードを入力します（例: Paris の FRPAR）。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
次の点に注意してください:
親の場所タイプ コードが「STD」の場合、必須フィールドです。 
親の場所タイプ コードが Null でこのフィールドに入力した場合、親の場所タイプ コードは既定で「STD」になります。
	

	経度
	数値、最長8桁
	いいえ
	経度は、-180～180の最長8桁の符号付数値です（- かどうか。+ は既定値であるため必要ありません）。
	

	緯度
	数値、最長8桁
	いいえ
	緯度は、-180～90の最長8桁の符号付数値です（- かどうか。+ は既定値であるため必要ありません）。
	

	予備フィールド 5～10
	予備として予約済みです。
	いいえ
	予備として予約済みです。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	320,SMA02,King County,US-WA,,,STD,STD,US001,47.37,122.20,,,,,,



[bookmark: _Toc418710380][bookmark: _Toc128990966]330 - 場所タイプ付き地名修正インポーター
このレコードは、310レコードと同様に、場所名を修正、アクティブ化／非アクティブ化するために使用します。
330: レコード ID「ModifyLocationNameWithLocationTypeImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	330
	必須
	「330」と入力します。
	

	場所コード
	最長 10 文字
	必須
	場所コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
	

	古い名前
	最長 64 文字
	必須
	場所の古い名前を入力します。現在使用中の名前と完全に一致する必要があります。
	

	新しい名前
	最長 64 文字
	いいえ
	ユーザーに表示する新しい名前を入力します。
このフィールドは、既存の名前レコードを変更するときにのみ必須です。名前を非アクティブ化するときには必要ありません。
	

	アクティブ
	1文字、Y（アクティブ）または N（非アクティブ）
	いいえ
	この場所がアクティブか非アクティブか、ユーザーに表示されるかどうかを指定します。
注意: 場所を非アクティブ化／再アクティブ化すると、関連付けられているすべての場所名も非アクティブ化／再アクティブ化されます。
	

	場所タイプ コード
	英数字
	いいえ
	次のいずれかを入力します。
STD: 標準
RAIL_2C: SNCF
RAIL_2A: Deutsche Bahn
RAIL_2V: AMTRAK
RAIL_2R: VIA RAIL
RAIL_Z0: UK RAIL
RAIL_9F: Eurostar
RAIL_0Z: Swiss Federal Railways
RAIL_2H: Thalys
Null の場合、既定で「STD」になります。
	

	予備フィールド 1～10
	予備として予約済みです。
	いいえ
	予備として予約済みです。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	330,SMA04,Eastgate std4,Eastgate std5,,STD,,,,,,,,,,



[bookmark: _Toc418710381][bookmark: _Toc128990967]400 - サブ区分追加インポーター
通常、サブ区分は、国連の場所の規格に含まれるサブ区分リストに基づいて Concur が保守します。ただし、国連の規格で規定されていない国について、新しいサブ区分を追加することが必要になる場合もあります。
州や省などのサブ区分を追加するには、お客様が以下の情報を含める必要があります。
400: レコード ID「AddSubDivisionImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	400
	必須
	「400」と入力します。
	

	国のサブ区分コード
	最長6文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国のサブ区分コードを入力します。
国のサブ区分は <CC>-<SSS> の形式で一意の組み合わせにする必要があります。この CC は2文字の国コード、SSS は州や省を表す1～3桁の文字です。たとえば、US-WA は米国のワシントン州のコードです。 
このデータは、通常、ISO 3166-2 規格および国連の規格に基づいて Concur が保守します。
	

	国コード
	最長2文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
	

	名前
	最長 64 文字
	必須
	Washington など、ユーザーに表示する名前を入力します。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	400,US-WA,US,Washington



[bookmark: _Toc169936441][bookmark: _Toc418710382][bookmark: _Toc128990968]410 - サブ区分修正インポーター
前述のとおり、通常、サブ区分は、国連の場所の規格に含まれるサブ区分リストに基づいて Concur が保守し、ISO 3166-2 に準拠しています。ただし、お客様がサブ区分のアクティブ化／非アクティブ化を行うことが必要になる場合があります。
サブ区分をアクティブ／アクティブにするには、お客様が以下の情報を含める必要があります。 
410: レコード ID「ModifySubDivisionImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	410
	必須
	「410」と入力します。
	

	国のサブ区分コード
	最長6文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国のサブ区分コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。
	

	国コード
	最長2文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
	

	名前
	最長 64 文字
	いいえ
	São Paulo など、ユーザーに表示する名前を入力します。
	

	アクティブ
	1文字、Y（アクティブ）または N（非アクティブ）
	いいえ
	このサブ区分がアクティブか非アクティブか、ユーザーに表示されるかどうかを指定します。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	410,BR-SP,BR,São Paulo,Y



[bookmark: _Toc418710383][bookmark: _Toc169936442][bookmark: _Toc142880540][bookmark: _Toc128990969]500 - 行政区域追加インポーター
州や省などのサブ区分を追加するには、以下の情報を含める必要があります。
500: レコード ID「AddAdminRegionImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	500
	必須
	「500」と入力します。
	

	国コード
	最長2文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
	

	国のサブ区分コード
	最長6文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国のサブ区分コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
	

	行政区域名
	最長 48 文字
	必須
	行政区域です。通常、レート地がある地方／国を表します。行政区域は、サブ区分をさらに分割します。
行政区域名を入力します。
注意:
このフィールドに値を指定する場合、国のサブ区分コード フィールドにも値を指定する必要があります。
2009年の時点で US-GSA レートが国名に標準化されています。
この名前の言語は英語です。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	500,US,US-WA,Morgan County



[bookmark: _Toc418710384][bookmark: _Toc128990970]510 - 行政区域修正インポーター
行政区域名を変更するには、以下の情報を含める必要があります。 
510: レコード ID「ModifyAdminRegionImporter」のデータ
	名前
	定義
	必須？
	説明
	会社のフィールド定義

	レコード タイプ
	510
	必須
	「510」と入力します。
	

	国コード
	最長2文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
	

	国のサブ区分コード
	最長6文字。大文字と小文字が区別されます。
	必須
	国のサブ区分コードを入力します。データベースにすでに存在する名前でなければなりません。 
	

	行政区域名を入力します。
	最長 48 文字
	必須
	既存の行政区域名を入力します。
	

	新しい行政区域名
	最長 48 文字
	必須
	新しい行政区域名を入力します。 
注意:
このフィールドに値を指定する場合、国のサブ区分コード フィールドにも値を指定する必要があります。
2009年の時点で US-GSA レートが国名に標準化されています。
この名前の言語は英語です。
	


以下は、インポート ファイルに関連する部分のサンプルです。

	510,US,US-WA,Morgan County,Chuck County



[bookmark: _Toc169936443][bookmark: _Toc418710385][bookmark: _Toc128990971]ステップ2: インポート データ ファイルを Concur に移動します
ファイルが完成し、インポート データ ファイルを提出する準備ができたら、お客様サポートと協同してインポートデータファイルを Concur に移動します。
新規のお客様には、場所インポートの設定が導入の一環として含まれています。システムを導入済でこの機能の使用をご希望のお客様は、Concur クライアント サポートにお問い合わせください。
お客様は、インポート スケジュールが設定されているかどうか確認することができます。インポート/抽出監視ロールに割り当てられているユーザーは、エンティティに設定されているインポート定義およびスケジュールを確認することができます。
[bookmark: _Toc142880541][bookmark: _Toc169936444][bookmark: _Toc418710386][bookmark: _Toc128990972]ステップ 3: Concur がデータをインポートします
Concur はあらかじめ決められたスケジュールに従って、インポート データ ファイルをお客様のデータ ベースに読み込ませるジョブを実行します。処理が完了したら、 Concur はジョブ完了の自動メールによって同席者の情報が更新されたことをお客様に通知します。変更はユーザー側に直ちに反映されます。
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